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淀川ワンドのボタンウキクサ

持 田  誠* • 三 浦 善 裕

Pistia sLraLioLes L. growing in the Yodo-Gawa-Wando, 
Yodo River, Osaka City

2000年 (平 成 12年 ) 10月10日 ,高知大学で開か  

れていた植生学会の帰りに，大阪市の淀川ワンド 

群へ立ち寄ったところ，大量のボタンウキクサが 

ワンドの-•角を埋め尽くしている場而に出くわし 

た .場 所 は ，大阪市旭区を流れる淀川の，宵原城 

北大橋左岸 詰 直 下 に あ た る 通 称 「城北ワンド群」 

である.

少し上流にあたる大阪工業大学裏手の堤防を歩 

いていたところ，遠 @に も 水 而 が 真 緑 色 に 抓 め g  

くされているワンドがW,えてきた.何だろうかと

近づいてみると，これが金てボタンウキクサであつ 

た （図 1 ) . ボタンゥキクサの脅威的な繁殖力は  

噂には聞いていたが'，それにしてもものすごい-遺- 

である. 折しも，パワーショベルを用いて回収作 

業が行われていたが，一向に水面が開ける気配が 

無 い （図 2 ) . 水 损 げ （？）さ れ た 個 体 は ， その 

ままトラックに積まれて何処ぞへと運び去られて 

行く.

胴長を着て手作業で回収にあたる人の姿も見え 

た .話 を 何 っ て み る と 「昨年まではコイツらでは

図 1 . 城北ワンド?の一角を占拠するボタンウキクサ

• 北海道大学農学部附厲植物間；“元酪战 学闹 大学野zl:動物屯態研究会
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図 2 . パワーショベルも出動しての除丄•作菜

図 3 . — 年前までfg•勢だったとされるホテイアオイ 

(矢印)

なくて，ほれ， アイツが一番多かったんだよ.そ  

れが今年になったら今度はコイツで一杯になって.」 

と言う .指し示す辺りに目をやると，押し寄せる 

ボタンゥキクサに囲まれて申し訳なさそうにホテ 

イ ア オ イ が 漂 っ て い る （図 3 ) . 「あ れ （ホテイア 

オイ）はまだ回収し易いんだけど， こ れ （ボタン 

ウキクサ）は火変だね.繫がってるのがブチブチ 

切れて， ちっともはかどらんで，参るよ.」

「それならば少しでも力になろう」 と思った訳 

では無いが，標 本 用 に 幾 ら か 私 も 回 収 （採 集 ） し

た.

ボ タ ン ウ キ ク サ [Pistia stratiotes L .) は熱 

帯アフリカ地方原産のサトイモ科浮遊植物である. 

我が国では昭和初期に沖縄県へ侵入-帰化したと 

さ れ る (浅 井 , 1 9 8 4 )が，大正末期に刊行された 

『沖 縄 植 物 總 目 録 J (坂 口 ， 1 9 2 4 )に fP is tia  

S tratio tes L. var. asiatica E n g l .ボタンウキ  

ク サ （首！!. ■中頭.島 );；.）』 との記載が既にあり， 

当地は自然分布なのかもしれない.いずれにしろ， 

従来は沖縄群島，八重山群島を始め，台湾など熱 

帯地方で広く分布することが知られていた（初島， 

1971 ;伊 藤 , 1928 ;台湾植物誌編輯委員会,1978). 
また，群落分類学的にはボタンウキクサーアカウ 

キクサ群染 Pistio-Azolletum im bricatae Miya- 

waki et. J .T u x e nの 標 徴 種 と さ れ ,奥 田 （ 1989) 
は琉球地方を本群集の北限にあたると記述してい 

る.

— 2



水 草 研 会 報 他 72 ( 2 0 0 1 )

ところが近年，急速に分布を広げ，既 に 九 州 • 

四 国 •中 国 • 近 畿 地 方 か ら の 報 告 が あ る （下田， 

1 9 9 2 ;角野，1 9 9 5 ;久米， 1 9 9 5 ;藤 井 , 1995 ; 神 

谷 .國 井 ，1995 ; 角野，1999 ; 上赤， 1999 :児島， 

1 9 9 9 ) .かつては冬季の低温により， 九州以北で 

の 個 体 越 冬 は 出 来 な い も の と 考 え ら れ ， 大滝ら 

( 1 9 8 0 )によると栽培にも水温 15°C以上が必要と 

され て い た .し か し ， 山 本 •藤 井 （ 1 9 9 6 )の大阪 

市での野外における栽培試験の結果，地上部は冬 

季に低温によって枯死するが，水底に沈んだ種子 

から翌春に発芽することがわかった.

一方，児 島 (1 9 9 9 )は九州における越冬状況に 

ついて，熊本県の上江津湖，下 江 津 湖 で は 2 月に 

多数の子株が存在しており，確 実 に 越 冬 • 増殖し 

ていると述べている .さらに栽培試験の結果，平 

均水温 12°C程度では枯死することなく生育を続け， 

子株の形成が可能であることを明らかにした.

因みに城北ワンド群では翌 2001年 （平成 13年 ）

1 月にも， ボタンゥキクサの残骸がたくさん浮い 

ている姿を確認することが出来た .一見，根が生 

きているようにも見えるが，一部を持ち帰って温 

室での栽培を試みたところ枯死してしまい，定か 

ではない .既に枯死していたのか，温室に来てか 

ら枯れてしまったのかがわからないのである.

一般に都市河川では，冬と言えども工場排水な 

どが流れ込むことによって水温 14〜15'Cを維持し 

ている箇所が部分的に存在する場合がある.この  

ことを考えると，淀川にもそのような箇所があり 

越冬を可能としているのかもしれないが，はっき 

りしたことはこれも調べてみないとわからない- 

いずれに しろ， 城北ワンド群におけるようなボタ 

ンゥキクサの繁茂は関西圏では既に馴染みの光景 

になりつつあるのかもしれないが，北海道から来 

た私にとっては衝撃の一場面であり，驚嘆した•

今回の除去作業を見ていると，上 赤 （ 1 9 9 9 )が 

記している佐賀県のクリークにおける除去作業と 

様 子が似ているようである .即ち，パワーシヨべ 

ルでいくら掬い採っても，密集しているボタンウ

キクサの， これまで立っていた葉が倒れて，すぐ 

横に広がり，なかなか水面が開けないのである. 

作業員氏が嘆く辛さもよく理解できる.

熱帯アジアでは，茹でたものに他の飼料を混ぜ 

て 豚 の 餌 に 用 い る 地 域 が あ り （ DE W i t , 1957) 
イ ン ド で は 人 も 薬 に 利 用 す る と の 記 録 が あ る  

(C o o k ,1990).
しかし， 日本におけるボタンウキクサの繁茂は， 

ただでさえ絶滅危惧種の多い在来の水草から生育 

場所を奪うことになり，在来種の存続に深刻な影 

響 を 及 ぼ す （上赤，2 0 0 0 ) .在 来 の ト チ カ ガ ミ 群  

落が消滅寸前に追い込まれている事例も報告され 

て い る （角野， 1 9 9 9 ) .帰化 の 動 向 や 実 態 調 査 に  

注意を払うと共に，帰化水草が在来水草相に及ぼ 

す影髅 を訴え，人為的な導入を増やさない努力を 

続ける必要がある.

群雄割拠するボタンウキクサを横目にワンド群 

の中を散策していると，草むらの間から何やらチヤ 

ボ ン ！と音がする .そっと覗いてみると， これも 

帰 化生物であるミシシッピーアカミミガメ（通称 

ミドリガメ： P s e u d e m y s  scripta elegans :ヌマ  

ガメ科）で，小さいのが大きい方の背中にのっか 

り， 甲 羅 干 し を し て い た .近 年 ， スー•トリア 

(M y o c a s t o r  coy p u s  :ヌ ー ト リ ア 科 ） も居るら 

しい.淡水魚相が豊かと聞いているワンド群でも， 

外来生物の移入という深刻な脅威が押し寄せてい 

るらしい.~■歩，近つ' いた途端，大小とも瞬時に 

水中へと姿を消した.

ボタンウキクサに関する知見 • 文献について， 

北海道大学農学部附属植物園の山崎真実氏に助言 

頂いた .採集標本は北海道大学農学部附属植物園  

標 本 庫 ( S A P )に収蔵してある.

採集標本

ボ タ ン ウ キ ク サ {Pistia stratiotes L.)
大阪府大阪市旭区生江 3 丁 目 ，菅原城北大橋左岸
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詰 下 の 淀 川 「城北ワンド群」：O c t .10, 2000 

Mochida 000435, 000436 (SAP)
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〇 浜 島 繁 隆 • 土 山 ふ み • 近藤繁生 .益田芳樹編著  

『ため池の自然一生き物たちと風景』 （信山社サイ 

テック，2001年 4 月 , 231p, 2,500円 + 税)

本書に掲載されている資料によると 1999年の統 

計で全国に 205,531ヶ 所 の た め 池 が あ る .30万と 

言われた時代と比べると 1/3近くが既に失われた  

ことになるが，近年，ため池の価値を見直す気運 

が盛り上がっている .その理由のひとつは，ため 

池が本来人工的な水域であるにもかかわらず，実 

に多様な生き物たちの生活を支えてきた貴重な水 

辺空問であることが認識されてきたことである. 

同時に，その生物多様性が危機に直面している現 

実も明らかになってきた.

本書では，ため池の歴史や人とのかかわりに始 

まり，そこに生きるさまざまな生物群が紹介され 

る .ため池の調査や観察のためのガイドブックを 

目指したもので，調査や採集の方法も解説されて 

いる.他の類書ではほとんど扱われることのない 

生 物 群 が 動 物 • 植物ともに取り上げられていて， 

特に水草関連では車軸藻類に多くのページが割か 

れている.これがあれば自分で名前を調べてみよ 

うという気になるくらい親切な記述である.

本書の出版を機に，今まで以上にため池に対す 

る関心が高まり，調査が進むことを期待する.

( 角 野 康 郎 ）
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